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(57)【要約】
【課題】取替え可能なナイフを備える切断針を提供する
。
【解決手段】編み機および類似の用途のための切断針（
１）が提供され、この切断針は、ナイフ（６）を好まし
くは戻り止め装置（１９）によって着脱可能に保持する
針基体（２）を有する。このような切断針（１）は、編
み機のメンテナンスのコストを低減するとともに、針基
体（２）およびナイフ（６）を製造技術および材料に関
して最適化するための方法を開示する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一端にフック（３）が設けられた針基体（２）と、
　前記針基体（２）へと着脱可能に接続されるナイフ（６）と、を備える、
　編み機用の切断針（１）。
【請求項２】
　前記針基体（２）が、前記ナイフ（６）を収容するためのスリット（５）を有すること
を特徴とする、請求項１に記載の切断針。
【請求項３】
　前記針基体（２）に、前記ナイフ（６）を支持するための少なくとも１つの保持手段（
１２、１２’）が設けられることを特徴とする、請求項１に記載の切断針。
【請求項４】
　前記針基体（２）に、前記ナイフ（６）のためのモーメント支持面（１７）が設けられ
ることを特徴とする、請求項１に記載の切断針。
【請求項５】
　戻り止め装置（１９、１９’）が設けられ、前記装置が、前記ナイフ（６）を前記針基
体（２）に保持するように配置されることを特徴とする、請求項１に記載の切断針。
【請求項６】
　前記保持手段（１２、１２’）が、第１の突起（１４、１４’、１４’’）および切り
欠き（１５、１５’）で構成され、前記戻り止め装置（１９、１９’）が、第２の突起（
２０、２０’、２０’’）および切り欠き（２５、２５’）で構成され、前記第１の突起
（１４、１４’、１４’’）および前記第２の突起（２０、２０’、２０’’）が、お互
いから離れた位置で前記ナイフ（６）に配置されることを特徴とする、請求項３および５
に記載の切断針。
【請求項７】
　前記ナイフ（６）に設けられたスナップイン式の舌（２２）が、前記戻り止め装置（１
９）の一部であることを特徴とする、請求項５に記載の切断針。
【請求項８】
　前記スナップイン式の舌が、前記ナイフ（６）の自由な細長い部位により代表されてい
ることを特徴とする、請求項７に記載の切断針。
【請求項９】
　前記針が軸方向ロック装置（２６）を備えることを特徴とする、請求項１に記載の切断
針。
【請求項１０】
　前記軸方向ロック装置（２６、２６’）が、前記ナイフ（６）のための少なくとも１つ
の当接面（２８、２８’、３１）を有し、前記当接面が、前記戻り止め装置（１９、１９
’）へと向かう前記ナイフ（６）の軸方向の移動に対抗作用することを特徴とする、請求
項５に記載の切断針。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、取替え可能なナイフを備える切断針に関する。
【背景技術】
【０００２】
　切断針は、例えば切断されたフラシ天の製造のために、編み機において使用されており
、そのような切断針は、一端にフックを備え、さらにその近傍にナイフ部を備える針基体
を有する。ナイフ部は、縫い目を切り開くために配置された鋭く研かれた切断縁を有する
。長期にわたる使用によってナイフ部が鈍くなると、編み物生地の品質が損なわれること
になる。したがって、切断針の交換が必要である。
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　この点に鑑み、本発明の目的は、改良された切断針を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　この目的は、請求項１による切断針にて達成される。
【０００５】
　本発明による切断針は、針基体、ならびに針基体へと着脱可能に接続されたナイフを有
する。この特徴により、摩耗したナイフの交換および新しい鋭く研かれたナイフとの交換
が可能になる。また、摩耗したナイフを切断針から取り出して、単独で研ぎ直すことが可
能である。
【０００６】
　ナイフの交換が必要とされるときに、切断針を編み機に残したままにすることが可能で
ある。編み機のロックを開く必要がない。これは、切断針の切断縁が鈍くなったときの編
み機のメンテナンスを大幅に容易にする。
【０００７】
　好ましくは、切断針は、ナイフを収容し支持するためのシートを有する。このシートを
、例えば、針基体を貫いて延びるスリットを呈するように構成することができる。好まし
くは、スリットが、針基体の長手方向において見たときにフックの近傍に配置される。ナ
イフが、スリットのフランク間に保持される。このナイフが、好ましくは極めて最小限の
横方向の遊びにてスリットに据えられ、したがって精密に設置される。スリットは、好ま
しくは針基体の中心に配置される。スリットは、横方向においてストリップまたはスリッ
トの壁によって画定される。スリットの壁は、針基体の一部分であり、好ましくは平行な
フランクを有する。スリットの幅およびスリットの壁の断面は、ほぼ同じ寸法を有するこ
とができる。好ましくは、それぞれがスリットの領域における針の厚さの３分の１を占め
ている。しかしながら、用途の分野によって、厚さの比は変更可能である。例えば、厚い
切断ナイフが使用される場合には、スリットの幅が、スリットの領域における針の厚さの
３分の１より大きくてもよい。スリットの幅が、針の厚さの半分を占めてもよく、特別な
場合にはさらに大きくてもよい。極めて微細な切断ナイフが使用される場合には、スリッ
トの幅が極めて小さくてもよく、例えばスリットの領域における針の厚さのわずか２０％
を占めるだけでよく、あるいはさらに小さくてもよい。
【０００８】
　スリットによって形成されるナイフ取り付け部は、好ましくは、ナイフを支持するため
の少なくとも１つのポジティブロック式（ｐｏｓｉｔｉｖｅ－ｌｏｃｋｉｎｇ）の保持手
段を備える。このポジティブロック式の保持手段は、ナイフの少なくとも一方の端部また
は端部に近い領域において、ナイフを支持するためにナイフと係合する。例えば、ポジテ
ィブロック式の保持手段は、スリットへと延びる第１の突起であり、この突起が、ナイフ
の凹部に収容される。凹部は、ナイフの平たい両面で終端し、すなわちナイフを横切る開
口の形状であってもよく、あるいは凹部を、フックに面するナイフの前端に設けてもよい
。これらのポジティブロック式の手段が、ナイフの前方のフック側の端部を支持する枢動
ヒンジを形成してもよい。
【０００９】
　さらに、ナイフのためのモーメント支持面を、針基体に設けることができる。この面を
、好ましくは、ポジティブロック式の保持手段から離れるスリットの一端部に位置させる
ことができる。この面が、糸によってナイフへと加えられる圧力を吸収し、この圧力に対
抗するように構成され、このナイフが次第に鈍くなる。好ましくは、モーメント支持面は
、針基体の長手方向に広がる好ましくは平坦な表面である。好ましくは、この面が、上述
のヒンジ手段の枢動軸に対してほぼ径方向に向けられている。
【００１０】
　着脱可能な接続手段を、ナイフの針基体との着脱可能な接続を達成するために使用する
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ことができる。この接続手段は、ポジティブロック式の保持手段から離れた点に設けられ
る戻り止め装置であってもよい。戻り止め装置は、例えばナイフに形成されたスナップイ
ン式（ｓｎａｐ－ｉｎ）の舌であってもよく、これによりこのスナップイン式の舌を、ス
リットに設けられた第２の突起にロックし接続することができる。スナップイン式の舌は
、好ましくは、針基体の長手方向を横切る方向に向けられている。ポジティブロック式の
保持手段によって定められる枢動軸を参照すると、スナップイン式の舌は、好ましくは円
周方向に向けられている。さらに、スナップイン式の舌は、好ましくはナイフの一体部分
である。これは、ナイフにスリット状の凹部を設けることによって達成でき、これら凹部
の間に、ナイフの材料で構成される舌が行き止まる。好ましくは、この舌の自由端に、針
基体に係合できる戻り止めのくぼみが設けられる。
【００１１】
　例えば戻り止め装置の形状である着脱可能な接続手段を、保持手段と同じ位置に設ける
ことも可能であり、その場合には、接続手段が保持手段に相当する。戻り止め装置は、例
えば隆起であってよく、そのような隆起が、ナイフの開口へと延び入り、ポジティブロッ
ク式の係合によってこのナイフを所定の位置に保持および固定する。隆起は、スリットの
壁の材料で構成されるピンの形状を有することができる。切断ナイフの開口およびスリッ
トの壁の隆起のサイズおよび寸法を、取り付け後の切断ナイフが針基体のスリットにおい
て軸方向に固定されるように、互いに合わせて構成することができる。径方向の固定のた
めに、同じまたは同様の形式の第２の戻り止め装置を、第１の戻り止め装置から離れた位
置に設けることができる。好ましくは、これら２つの戻り止め手段の一方が、切断ナイフ
の前端領域に配置され、他方の保持または戻り止め手段が、切断ナイフの後端領域に配置
される。切断ナイフの固定のために、切断ナイフの開口ごとに２つの隆起を設けることが
可能である。それぞれの隆起が、スリットの壁から延びて、切断ナイフの開口へと突き出
す。これら２つの隆起は、鏡像対称であってよく、互いに正対して位置することができる
。切断ナイフを針基体の所定の位置に固定するために、開口が、隆起の形状とは異なる形
状を有してもよい。例えば、開口を、長穴として構成することができる。このとき、スリ
ットの２つの壁の隆起を、好ましくは、一方の隆起が長穴の後方領域へと突き出し、反対
側の隆起が長穴の前方領域へと突き出すように、横方向にずらすことができる。隆起の高
さは、極小限であってもよい。２つの隆起が１つの開口へと突き出す場合には、２つの隆
起の高さの合計を、切断ナイフの幅または開口の長さよりも小さくすることができる。こ
のように、好ましくは、１つの開口へと突き出す２つの隆起の間にすき間が存在する。隆
起は、さまざまな形状を有することができ、例えば円柱形、球形、または他の湾曲した形
状を有することができる。
【００１２】
　切断針の好ましい実施形態を参照すると、ナイフと針基体との間に作用する軸方向ロッ
ク装置が設けられる。この軸方向ロック装置は、動作時にナイフに作用する軸方向の力が
特に、ナイフの戻り止め装置に作用することを防止し、動作時にナイフが針基体において
軸方向に動かないことを保証するように配置されている。軸方向ロック装置は、ナイフと
針基体との間で有効なポジティブロック式の相互作用手段を代表することができる。好ま
しくは、軸方向ロック装置は、ナイフのための少なくとも１つの当接面を有し、この当接
面が、ロック装置へと向かうナイフの軸方向の移動に対抗する。これは、例えば、針基体
に設けられた軸方向ロック装置の当接面が、好ましくはポジティブロック式の保持手段に
向かって面することを意味する。このような当接面を、例えば、スリット内に設けられ、
戻り止め装置とポジティブロック式の保持手段との間に位置するストリップに設けること
ができる。あるいは、例えばナイフの端面に作用するように軸方向ロック装置を設けるこ
とができる。
【００１３】
　ナイフを針基体に支持する接続手段の特定の構成にかかわらず、本発明によれば、摩耗
したナイフの簡単かつ迅速な交換が可能になり、したがって編み機のメンテナンスが大い
に迅速化される。さらに、本発明によれば、ナイフおよび針基体を、個々の目的に照らし



(5) JP 2009-7733 A 2009.1.15

10

20

30

40

50

て最適化された異なる製造技術の実現によって、それぞれの使用目的に合わせて最適に設
計された異なる材料で、別個に製造することができる。また、針基体およびナイフを、さ
まざまな数にて別個に供給することができ、したがっていくつかのナイフを、針基体に順
次に設置して摩耗するまで使用することができる。
【００１４】
　本発明の好都合な実施形態のさらなる詳細が、明細書、図面および特許請求の範囲から
もたらされる。明細書は、本発明の基本的な態様およびさまざまな状況に限定されている
。図面がさらなる詳細を示しており、当業者であれば、図面を、明細書を補うものとして
通常の方法で利用することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　図１は、細長い基体２を有する切断針１を示しており、基体２の端部にフック３が設け
られる。基体２は、駆動装置に接続するように配置されている。これを達成するために、
図２によって示されているとおり、フック３から離れた位置において、基体に足４が設け
られる。この足が、編み機の針ロック部と相互作用するように配置されており、その結果
として針基体２が、例えばダイアルまたは編みシリンダなどの針床の針チャネルにおいて
軸方向に、すなわち軸の長手方向Ｌに移動する。例えば矩形の断面を有する針基体２が、
図１に示されているように、フック３の近傍にスリット５を有し、これによりナイフ６が
このスリットに保持されている。このようにするうえで、スリット５は、好ましくは、ス
ロート領域７においてフック３の直近からスタートし、針の胸部８を超えて延びている。
このスリットは、真っすぐであって、２つのスリットフランクによって画定されている。
図３によって示されているように、スリット３は、このようにするうえで、針の上面９か
ら針の背面１０へと延びており、すなわち貫通を形成している。したがって、スリット５
は、針の上面９ならびに針の背面１０に向かって開いている。しかしながら、スリット５
が、必要であるならば針の背面１０に向かって閉じていてもよいことに、注意すべきであ
る。
【００１６】
　スリット５は、ナイフ６を支持および固定するために使用され、ナイフ６は、かみそり
の刃のような平面状の平坦かつ小さなブレードとして構成することができる。すなわち、
このナイフは、お互いから離れる方向に向いた２つの平坦な面を有し、これらの平坦面が
、大きな遊びを持つことなくスリットのフランク間に保持されている。このナイフは、ス
ロート７から離れて上昇する縁部において研かれ、これにより、図示のとおり、真っ直ぐ
な、あるいは、任意の異なる形状を有する切断縁１１が形成されている。この切断縁が、
好ましくは、軸の長手方向Ｌに対して鋭角で延びている。
【００１７】
　切断針１のナイフ６および針基体２は、好ましくは別個に製造され、その後に互いに接
続される。したがって、ナイフ６および針基体２を、例えば種類の異なる鋼など、異なる
材料で構成することができる。例えば、ナイフ６の材料が、意図される使用状況において
切断縁１１の摩耗が最小限となるような範囲で、最適化される。これに対して、針基体２
の材料を、靱性または他の特性に関して最適化することができる。さらに、ナイフ６なら
びに針基体２に、最適化された異なる種類の摩耗低減コーティングを設けることが可能で
ある。
【００１８】
　好ましくは、少なくとも１つの有効なポジティブロック式の保持手段１２が、針基体２
とナイフ６との間に存在し、この保持手段は、例えばスリット５のフック側の端部１３に
配置される。保持手段１２は、例えば、スリット５の端部１３にあらかじめ形成された第
１の突起１４で構成され、この突起が、ナイフ６の関連端部に設けられた切り欠き１５に
組み合わせられる。第１の突起１４を、円弧を形成するスリット５のそれぞれの端面の間
に設けることができる。図３および４の比較によって示されるとおり、ポジティブロック
式の保持手段１２が、図４および５の投影面に垂直なヒンジ軸を定める一種のヒンジを形
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成しており、このヒンジ軸は、基体の長手方向Ｌを横切る方向に向けられている。この結
果として、ナイフ６を、図４に一点鎖線の円弧１６によって示されているように、回転さ
せてスリット５へと出し入れすることができる。
【００１９】
　保持手段１２から離れる位置において、針基体２は、好ましくは平坦なモーメント支持
面１７を有し、モーメント支持面１７は、適切に成形されたナイフ６の支持面１８のため
の支持面として作用し、この支持面も、本発明の例示的な実施形態においては平坦な支持
面である。モーメント支持面１７は、保持手段１２の回転の中心に対してほぼ径方向に向
けられており、すなわち円弧１６を横切る方向に向けられている。この表面が、糸の切断
の際に生じる力が切断縁１１に作用し、この力によって、ナイフ６をポジティブロック式
の保持手段１２の仮想のヒンジ軸を中心としてモーメント支持面１７に対して円弧１６の
方向に押すトルクが生じるときに、ナイフ６を支持する。
【００２０】
　ナイフ６を図３による作業位置に固定するために、締め付け手段が設けられ、この手段
は、本発明の場合には、戻り止め装置１９によって代表されている。戻り止め装置１９は
、固定係合へと動かすことができる２つの部材を備え、それら部材の一方が、針の軸２に
設けられ、他方が、ナイフ６に設けられる。例示的な実施形態を参照すると、これらの部
材が、針の軸２側においては、スリット５のフック３から離れる端部２１に設けられた第
２の突起２０によって形成されている。ナイフ６側においては、戻り止め部材が、ナイフ
６と一体の構成要素である舌２２によって代表されている。この例示的な実施形態におい
ては、第２の突起２０は、アーチ形に湾曲した２つの表面によって画定されている。この
第２の突起は、フック３の方向に延びる先端を形成している。
【００２１】
　舌２２は、ナイフ６の材料で構成されている。この舌は、２つのスリット２３、２４に
よって解放されており、すなわちナイフ６の平坦な基体から切り出され、ナイフ６が解放
された細長い部位を形成している。この舌は、一端において継ぎ目および変わり目なしで
ナイフ６の残りの材料へとつながっている。他端を、切り欠き１５に対して接離するよう
に弾性的に動かすことができる。さらに、この弾性的に動かすことができる他端に、凹部
または切り欠き２５が、支持面１８がモーメント支持面１７に当接するときに第２の突起
２０の先端を受け入れることができるように設けられる。
【００２２】
　さらに、切断針１は、基体２に設けられた対向支持部２７およびナイフ６に設けられた
当接面２８に関連する軸方向ロック装置２６を有することができる。対向支持部２７を、
スリット５を横切るストリップとして構成でき、このストリップが、スリット５を画定し
ている２つの顎部（ｊａｗ）に一体に接続されている。ストリップまたは対向支持部２７
が、好ましくは、フック３へと向けられた小面（ｆａｃｅｔ）２９を有する。この小面が
、保持手段１２またはフック３から離れるように向けられた当接面２８に組み合わせられ
る。当接面２８は、切断縁１１とは反対側の縁においてナイフ６に設けられた口状の開口
２９’’の境界壁の一部であってよい。
【００２３】
　切断針１は、以下のように機能する。
【００２４】
　動作時、切断針１は、軸の長手方向Ｌに沿って往復運動する。そのようにする際、フッ
ク３が糸を捕まえ、縫い目の半分または縫い目を形付ける。縫い目がナイフ６に向かって
押され、あるいは切断針１が、ナイフ６の切断縁１１が縫い目を通過して移動するほど充
分に遠く繰り出されると、縫い目が切り開かれる。他の力に加え、フック３から離れる方
向に向いた力が、ナイフ６へと加わる。この力が、当接面２８を対向支持部２７に対して
押し付ける。結果として、力が戻り止め装置１９に加わらないように維持される。ナイフ
６が、針基体２にしっかりと保持される。
【００２５】
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　ナイフは、以下のように交換される。
【００２６】
　ナイフ６が、スリット５から引き出され、図４によって示されているとおりに回転させ
られる。その際に、舌２２が、弾性的に撓んで、第２の突起２０から滑り出る。さらに、
ナイフ６が、対向支持部２７から離れるように回転させられ、したがってこのナイフをス
リット５、すなわち図４に示した位置から、完全に引き出すことができる。新たなナイフ
６は、最初にこのナイフのフック側の端部をスリット５へと挿入させ、これによりこのナ
イフの切り欠き１５を第１の突起１４に位置させることで、挿入される。次いで、ナイフ
６は、円弧１６に沿ってスリットへと回転させられ、これにより舌２２の切り欠き２５が
第２の突起２０に係合し、支持面１８がモーメント支持面１７に対して当接する。この作
業は、切断針１を針床から取り外すことなく実行可能である。
【００２７】
　図５は、軸方向ロック装置２６が上述のようにスリットの両端１３、２１の間に配置さ
れるのではなく、フック３の透視図から見てナイフ６の後方に配置される一変形の実施形
態を示している。この実施形態は、例えば比較的高い軸を有し、すなわち針の上面９と針
の背面１０との距離が比較的大きい切断針１’に適している。対向支持部２７’を、スリ
ットの延長部５’の内部に設けることができ、この対向支持部が、ナイフ６の端面３１と
相互に作用する。したがって、端面３１が、当接面２８に対応する当接面を形成する。対
向支持部２７’は、針基体２を横方向に通過する対応する開口に設置されるピンであって
よい。しかしながら、ピンが、互いに重なるようにスリットの延長部５’のフランクから
突き出す突起によって代表されてもよい。そのようなハーフピン（ｈａｌｆ－ｐｉｎ）は
、ラッチ式の針の舌支持部の製造と同様にして製造することができる。
【００２８】
　図６は、図１による切断針１の一変形の実施形態を示している。この切断針は、軸方向
ロック装置２６’、保持手段１２’、および上述の手段とは異なる戻り止め装置１９’を
備える。これら以外については、上述と同じ参照番号が使用されている。好ましくは、少
なくとも１つのポジティブロック式の保持手段１２’が、針基体２とナイフ６との間で動
作可能であり、この保持手段が、例えば、スリット５のフック側の端部１３に位置するナ
イフ６の端部領域に配置される。保持手段１２’は、例えば、針基体２の長手方向Ｌに向
かって横方向に延びる開口の形状を有する切り欠き１５’によって代表されている。スリ
ットの壁３４から延びる第１の突起１４’およびスリットの壁３５から延びる第１の突起
１４’’が、長穴の形状を有するこの開口１５’へと突き出している（図７）。長穴１５
’は、フック３の方向においては端部３３によって画定され、反対側においては、端部３
２によって画定されている。第１の突起１４’および１４’’を、スリットの壁３４、３
５の材料で構成することができる。第１の突起１４’および１４’’を、軸方向において
お互いから離して位置させることができる。図７による例示的な実施形態を参照すると、
第１の突起１４’が、開口１５’の端部３３と相互作用し、第１の突起１４’’が、開口
１５’の端部３２と相互作用し、したがって端部３２および３３とのポジティブロックを
形成している。第１の突起１４’および１４’’の表面は、球形部の形状を有することが
でき、球面の一部分を備えることができる。第１の突起１４’、１４’’の高さは、最小
限であってよく、これによりナイフ６の開口１５’へと最小限に延びるだけでよい。ナイ
フをスリット５へとはめ込むことができるようにするために、第１の突起１４’、４’’
の高さおよび位置決めは、スリットの壁３４、３５の可撓性と関係なく独立に定められる
。スリットの壁３４、３５の大きい可撓性により、第１の突起１４’、４’’の大きい高
さと、ナイフ６の端部の近くの領域における位置決めが可能になる。スリットの壁３４、
３５が変形しにくいとき、第１の突起１４’、１４’’の高さが最小限である必要があり
、可能な限りナイフ６の長手方向延長部の中央付近におけて位置決める必要がある。
【００２９】
　図６による例示的な実施形態の戻り止め装置１９’は、保持手段１２’から離れた位置
に配置される。この装置は、基本的には、保持手段１２’と同じ構成を有する。この装置
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は、ナイフの長手方向を横切る方向にナイフ６を通過する穴状の切り欠き２５'を有する
。スリットの壁３４から延びる第２の突起２０’’およびスリットの壁３５から延びる突
起２０’が、この開口２５’へと突き出している。両方の突起２０’および２０’’は、
軸方向において同じ位置にあり、互いに対向して、開口２５’とのポジティブロックを形
成している。第２の突起２０’および２０’’の高さおよび位置に関しては、第１の突起
１４’および１４’’に関して上述した基準が同様に当てはまる。
【００３０】
　さらに、図６による切断針１は、基体２上の対向支持部２７’とナイフ６上の当接面２
８’とを備える軸方向ロック装置２６’を有することができる。対向支持部２７’は、ス
リット５を画定している面または縁であってよい。この縁または対向支持部２７’が、好
ましくは、フック３へと向けられた小面２９’を有する。この小面が、保持手段１２’ま
たはフック３から離れる方向を向いた当接面２８’に組み合わせられる。
【００３１】
　図６および図７による本発明の切断針１のナイフ６は、例えば平頭プライヤ（図示せず
）などの手段を使用し、ナイフ６の平らな面を把持し、針の上面９の方向へと上方に引っ
張ることで交換される。その際に、スリットの壁３４、３５が弾性的に撓み、これにより
突起１４’、１４’’および２０’、２０’’が開口１５’および２５’から解放され、
ナイフ６を取り去ることができる。新たなナイフ６を、補助的な手段を使用して針の上面
９から針の背面１０の方向に挿入することで、空いたスリット５に挿入することができ、
これにより突起１４’、１４’’、２０’、２０’’が開口１５’および２５’とスナッ
プ閉鎖を形成する。
【００３２】
　以上のようにして、編み機および類似の用途のための切断針１が提供され、この切断針
は、ナイフ６を好ましくは戻り止め装置１９、１９’によって着脱可能に保持する針基体
２を有する。このような切断針１は、編み機のメンテナンスのコストを低減するとともに
、針基体２およびナイフ６を製造技術および材料を考慮して最適化するための方法を開示
している。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明による切断針の全体構成の詳細な斜視図である。
【図２】図１による切断針の概略の側面図である。
【図３】図１および２による切断針の部分断面の側面図である。
【図４】ナイフの交換の際の図３による切断針である。
【図５】切断針の変形された実施形態の部分切断の側面図である。
【図６】切断針の変形された実施形態の部分切断の側面図である。
【図７】図６による切断針の詳細の平面図である。
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